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え、身近なところから取り組む（think globally, act locally）ことにより、それらの課題の解決に
つながる新たな価値観や行動を生み出すこと、そしてそれによって持続可能な社会を創造してい
くことを目指す学習や活動として、文部科学省（2013b）は、「持続可能な発展のための教育






































































































































































































































































































































































注⚒：＊＊p <.01、＊p <.05、†p <.10
注⚓：⚑群は「利用したことがない」群、⚓群は「月に数回利用」群、⚕群は「ほぼ毎日利用」群
議論を行ったりするうえで、非常に適したスペースであることが学生にも共有されていると考え
られる。また、個別学習を目的とした利用が割合としてはもっとも多いことも着目すべきであろ
う。レポートの作成など集中力が求められる課題については、コモンズでの他者の行動や会話に
よるマイナスの影響があることも想定されるが、個別学習を行う場所として利用する学生にとっ
ては他者の存在が可視化されていることでかえって社会的促進が起こり、成果を上げやすいとも
考えられる。
そして、大学生の学びへの態度として、因子分析の結果「Factor⚑ 自主性」「Factor⚒ 協
働性」「Factor⚓ 多様性」の⚓つの因子が得られた。これらは文部科学省（2016）による学力
の三要素のうち、養うべき学びへの態度に該当するように構成されたものであり、ほぼ想定通り
の因子パターンが得られた。この⚓つの学びへの態度因子の下位尺度得点について、利用頻度別
に平均値の差を検討した。その結果、「Factor⚒ 協働性」と「Factor⚓ 多様性」では有意差
がみられ、いずれも「利用したことがない」群が最も得点が低かった。この結果から、コモンズ
を利用する頻度が高い学生ほど、仲間と協働して課題に取り組んだり、多様な意見をもつ他者に
対する寛容さをもち相互調整して学ぼうとする態度が高いといえる。「Factor⚑ 自主性」では
有意差は得られなかったが、やはり同様に利用頻度が低い学生ほど下位尺度得点が低かったこと
から、協働性や多様性と同じような傾向があるといえる。つまり主体的に学ぶこと自体はコモン
ズの利用以外にも個別学習などが可能な場はあるものの、自ら積極的に学びへ向かおうとする態
度が高いほどコモンズを活用する傾向があると考えられる。
しかし、コモンズという場を作るだけでは、学生の利用にスムーズに繋がりにくかったり、休
憩時間などでの居場所としての機能のみに偏る可能性がある。他者の存在が可視化されることを
通して、緩やかに相互の刺激が生じ、協働による学習活動のみならず個別学習に影響を与えると
いうコモンズの機能を最大限に生かした活用のあり方を模索していくことが必要である。本研究
で得られた結果からは、大学生のコモンズの活用が学習のあり方や学習習慣に積極的な効果をも
たらしていた。一方で、ハード面での整備だけでなく、大学の教育カリキュラムや CP・DP と
の繋がりのなかで、正課での課題設定のあり方を十分に検討することや、自主的なプロジェクト
の育成やコモンズの利用に繋がるイベントやアクティビティなどの正課外活動についても運営面
からサポートし、学生の習慣的なコモンズの利用に繋げていくことが求められていると考えられ
る。そのためにも、コモンズの運用についての大学側の取り組みと学生の学びへの効果との繋が
りについて、実証研究を継続的に行って検証していくことが必要であろう。
付記
本研究は、2018年度関西学院大学高等教育推進センター共同研究助成をうけて実施されたもの
です。また、本研究の結果の一部は、2019年⚓月⚒日に行われた「大学教育におけるラーニング
コモンズの立ち上げ・運営の理想と現実」ならびに2019年⚓月⚗日に行われた関西学院大学教育
学会において発表されました。調査の実施にご協力いただいた関西学院大学の学生、教職員の皆
様に厚く御礼申し上げます。
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